
バイオものづくり／バイオエタノールを取り巻く政策的状況
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今般の中東情勢から見るバイオものづくりの必要性

• バイオものづくりは、国内資源を原料とし、石化製品の生産を代替することが可能であり、

我が国のレジリエンス強化に貢献する。課題は生産コストとそれに見合う価値の共有。
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＜バイオものづくりの推進により期待される産業上の変化＞
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4～60℃
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資源自律性の向上 脱炭素

海外
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肥料・農業資材

酵素・タンパク質

・
・
・

川上・川中の構造変化 最終製品の新規開発・付加価値向上

国富流出の削減 地方の活性化 グローバル市場獲得

①輸送にかかる
CO2

②炭素収支
③プロセス
エネルギー

※①～③：GHG排出の
差が出るポイント

これらの価値がコストに
見合わない（かった）

[石化製品製造コスト] ＜ [バイオものづくり製品製造コスト] ー [バイオものづくり製品ならでは価値]



3

燃料（ガソリン）

• ガソリン価格を見ると、実勢価格は最大218.3円まで上昇。仮に、国産バイオエタノールが

同水準で供給できるならば、エネルギー政策の基本方針であるS+３E（Safety、Energy

Security、Economic Efficiency、Environment）に資する燃料として、その価値を享受可能。

（出所）中東情勢に関する関係閣僚会議（第８回）資料

218.3円
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石化製品とその原料

• 生産メーカー段階では例年並みの供給が確保されているものの、「供給不足」を指摘する声

あり。国内資源を原料とすれば、国内で生産・増産できる製品として、その価値を享受可能。

【製品】
シンナー、塗料、包装フィルム・ビニール類、接
着剤、包装容器、テープ、インク、トレー・バン
ド、充填剤、配管材…

【原料】
トルエン、キシレン、アセトン、ポリエチレン、
エチレン、ポリプロピレン、メタノール、イソプ
ロパノール、塩化ビニル樹脂…



●令和７年１１月４日、第１回日本成長戦略本部での総理発言

「この内閣は、今の暮らしや未来への不安を希望に変えるためにも、『強い
経済』を作ってまいります。 (略)

成長戦略の肝は、『危機管理投資』です。リスクや社会課題に対して、先
手を打って供給力を抜本的に強化するために、官民連携の戦略的投資を促進
します。世界共通の課題解決に資する製品、サービス及びインフラを提供す
ることにより、更なる我が国経済の成長を目指します。
本日、この本部におきまして、各戦略分野の担当大臣を指名しました。関

係大臣、大変だとは思いますが、これに協力して取り組むようお願いをいた
します。

各戦略分野の供給力強化策として、複数年度にわたる予算措置のコミットメントなど、投資の予見可能性
向上につながる措置を検討してください。研究開発、事業化、事業拡大、販路開拓、海外展開といった事業
フェーズを念頭に、防衛調達など官公庁による調達や規制改革など新たな需要の創出や拡大策を取り入れて
ください。
これらの措置を通じて実現される、投資内容やその時期、目標額などを含めた『官民投資ロードマップ』

を策定してください。その中で、成長率など国富拡大に与えるインパクトについても定量的な見込みを示し
てください。技術、人材育成、スタートアップ、金融など、分野横断的な課題についても、担当大臣を指名
しました。各担当大臣は、それぞれ解決のための戦略を策定してください。

来年の夏、これらを取りまとめた成長戦略を策定いたします。城内日本成長戦略担当大臣の下、内閣一丸
となって、精力的に検討を進めてください。
城内大臣は、本日、設置を決定した『日本成長戦略会議』を早急に開催し、そこで、経済対策に盛り込む

べき重点事項を取りまとめてください。これは急ぎです。以上です。」

17の戦略分野 担当大臣

ＡＩ・半導体 内閣府特命担当大臣（人工知能
戦略）/ 経済産業大臣

造船 国土交通大臣
内閣府特命担当大臣
（経済安全保障）

量子 内閣府特命担当大臣
（科学技術政策）

合成生物学・バイオ 経済産業大臣

航空・宇宙 内閣府特命担当大臣
（経済安全保障）

デジタル・サイバーセキュリ
ティ

経済産業大臣
デジタル大臣

コンテンツ 内閣府特命担当大臣
（クールジャパン戦略）

フードテック 農林水産大臣

資源・エネルギー安全保障・GX 経済産業大臣

防災・国土強靭化 国土強靭化担当大臣

創薬・先端医療 内閣府特命担当大臣（科学技術
政策）/デジタル大臣

フュージョンエネルギー 内閣府特命担当大臣
（科学技術政策）

マテリアル（重要鉱物・部素
材）

経済産業大臣

港湾ロジスティクス 国土交通大臣

防衛産業 経済産業大臣/防衛大臣

情報通信 総務大臣

海洋 内閣府特命担当大臣
（海洋対策）



6（出所）日本成長戦略会議（第２回）資料１－１



7（引用元）日本成長戦略会議 第三回資料２ 先行して検討を進めている主要な製品・技術等の官民投資ロードマップ素案

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/kaigi/dai3/shiryou2.pdf


8（引用元）日本成長戦略会議 第三回資料２ 先行して検討を進めている主要な製品・技術等の官民投資ロードマップ素案

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/kaigi/dai3/shiryou2.pdf


9（引用元）日本成長戦略会議 第三回資料２ 先行して検討を進めている主要な製品・技術等の官民投資ロードマップ素案

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/nipponseichosenryaku/kaigi/dai3/shiryou2.pdf
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国産バイオエタノール需要創出によりもたらされる効果

• 国産バイオエタノールの初期需要創出により投資が進み、一定の国内生産体制が確立された場合、

経済・社会の様々な側面への直接・間接の効果が期待される。

バイオエタノール

実現が見込まれる産業の姿（2040年）

SAF

国内バイオエタノール生産拠点の整備

原料（森林資源、農業残渣等）⇒糖⇒バイオエタノール

糖 様々なバイオものづくり製品の生産
✓ 半導体材料等の高機能素材
✓ 高機能食品（サプリメント）
✓ 化粧品原料
✓ バイオプラスチック、繊維 等

もたらされる効果（例）

⚫ 化石資源や海外のバイオマス資源等を原料とする
既存の産業構造の転換、国内のバイオマス等資源
を有効に活用した強靱なサプライチェーンの構築

⚫ 原料生産・収集から生産のサプライチェーンが国
内に構築され、地域に雇用と投資が生まれる

⚫ 森林等の自然資源が持続的に利用され、災害に強
い強靱な国土へ

⚫ バイオものづくり産業が立ち上がり、その技術や
高機能・高付加価値の製品等が国内外に広がり、
日本の競争力を牽引する新たな中核領域となる

ガソリン混合 等

関連指標：
我が国企業のバイオものづくり関連売上目標
2040年時点 11.9兆円（グローバルシェア10％）
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検討課題 検討課題

①バイオエタノールの
調達ポテンシャル

➢ バイオエタノールの調達は、輸入が主体。バイオエタノールの導入拡大に向けて、関係国との
資源外交を通じて、安定的なサプライチェーンの構築を実現させていく必要がある。その際、
２か国間や複数国間によるハイレベルの会談を通じたバイオエタノール調達に関する相互コ
ミットは有効な手段。

➢ バイオエタノールは、ガソリンと同様の値動きをする傾向があるが、今後、世界的なバイオエ
タノールの需要拡大に伴い、調達コストは増大する可能性があることに留意が必要。

➢ 自給率向上のため、国産バイオエタノールの可能性についても追求していくべき。

②ガソリンへの混合方式
【直接混合・ETBE】

➢ バイオエタノールを加工したETBEをガソリンにブレンドして使用する方法（ETBE混合）を採
用してきたが、世界的に主流であるバイオエタノールをガソリンに直接ブレンドして使用する
方法（直接混合）についても取り扱っていくべき。

③燃料品質

（環境・安全対策）

➢ E10を超えるバイオエタノール、あるいは酸素分3.7%を超えるETBEを導入する場合、燃料
の安全性や排ガス基準への影響等の検証が必要を経て、新たな基準の策定が必要。

④供給インフラ

➢ バイオエタノールの導入拡大には、新たな設備投資を要する（例えば、直接混合におけるブレ
ンディング設備の新設やタンクの腐食対応、サプライチェーン全体の水分混入対策等）。

➢ 供給インフラの見直しやガソリン需要、対応車両の普及拡大見通しを踏まえて、設備投資の対
象や規模を具体的に精査していく必要がある。

⑤車両対応

➢ 現状、E10/ETBE22混合ガソリンに対応した車は既に市場に存在（非対応車も存在） 。

➢ E10水準を超える車については、検証を踏まえた新たな基準の策定や、それに基づく型式登録
が必要。

バイオエタノールの利用拡大に向けた主な検討課題
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